
家
屋
評
価
補
助
員
が
新
・増

築
家
屋
を
調
査
し
ま
す

●
福
津
市
税
務
課

「
読
書
感
想
画
展
」の
こ
ど
も

絵
画
教
室
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す

●
福
津
市
立
図
書
館

「
成
人
式
」
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す●

福
津
市
郷
育
推
進
課
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固
定
資
産
税
は
市
の
大
き
な
財
源

の
一
つ
で
す
。課
税
の
公
正
・
公
平
を

期
す
る
た
め
に
、市
か
ら
委
託
を
受

け
た
各
行
政
区
の
評
価
補
助
員
が
担

当
地
区
を
調
査
し
ま
す
。

対
象
家
屋
は
平
成
二
十
二
年
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
に
建
築
さ
れ
た
新
築
お

よ
び
増
築
家
屋
で
す
。

調
査
は
年
間
を
通
し
て
行
い
ま
す

が
、八
月
初
旬
か
ら
九
月
中
旬
ま
で

と
十
一
月
初
旬
か
ら
十
二
月
末
ま
で

に
重
点
的
に
調
査
に
伺
い
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
家
屋
の
所
有
者
宅

へ
、各
行
政
区
の
評
価
補
助
員
が
、評

価
日
時
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め

訪
問
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、家
屋
評
価
に
つ
い
て
は
、九

月
か
ら
十
月
ま
で
と
十
二
月
か
ら
翌

年
一
月
に
か
け
て
市
職
員
が
訪
問
し

ま
す
。

年
二
回
の
前
記
評
価
以
外
の
時
期

に
家
屋
評
価
を
希
望
す
る
人
は
、事

前
に
市
税
務
課
資
産
税
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課（
福
間
庁

舎
）　
☎
４
３
・
８
１
１
８

秋
に
実
施
す
る
読
書
感
想
画
展
に

出
品
す
る
作
品
を
描
き
ま
す
。指
導

は
ア
ト
リ
エ
ク
レ
パ
ス
の
鳥
井
正
夫

さ
ん
で
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

申
し
込
み
の
際
に
、参
加
希
望
日

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日
時

八
月
七
日（
土
）ま
た
は
八
月

八
日（
日
）の
午
後
一
時
〜
午
後
三
時

の
い
ず
れ
か

場
所

市
立
図
書
館
二
階
研
修
室
一

定
員

各
先
着
二
十
人

持
っ
て
く
る
も
の

絵
を
描
く
道
具

（
絵
の
具
、幼
児
は
ク
レ
ヨ
ン
で
も

可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館

☎
４
２
・
８
０
０
０

今
年
度
の
成
人
式
を
平
成
二
十
三

年
一
月
九
日（
日
）に
行
い
ま
す
。　

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
あ
な
た
、

成
人
式
を
経
験
し
た
あ
な
た
、経
験

で
き
な
か
っ
た
人
や
興
味
が
あ
る
人

も
大
歓
迎
で
す
。成
人
式
を
創
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

福
津
市
成
人
式
実
行
委
員
会（
仮

称
）で
は
、新
成
人
の
門
出
を
祝
福
す

る
式
典
な
ど
の
企
画
や
運
営
を
行
い

ま
す
。皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー
と
ア
イ
デ

ア
で
す
て
き
な
成
人
式
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
ま
し
ょ
う
。

募
集
人
数

十
人
程
度

対
象
者

十
九
歳
〜
二
十
二
歳
の
人

※
新
成
人
大
歓
迎
で
す
。

会
議

九
月
か
ら
平
成
二
十
三
年
一

月
ま
で
に
、月
一
〜
二
回
程
度
開
催

交
通
費

会
議
一
回
に
つ
き
千
円

申
込
期
限

八
月
二
十
七
日（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
郷
育
推
進

課（
津
屋
崎
庁
舎
）　
☎
５
２
・
５
３

１
１

親
子
料
理
教
室
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

●
福
津
市
食
生
活
改
善
推
進
会

家
族
塾「
み
ど
り
」を
開
催
し

ま
す

●
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
み
ど
り
」

土
地
家
屋
調
査
士
制
度
制

定
60
周
年
記
念
事
業
を
実

施
し
ま
す

●
福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

染
め
も
の
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

●
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

夏
休
み
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習
と
し

て
、主
に
子
ど
も
が
作
る
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

八
月
二
十
六
日（
木
）
午

前
十
時
〜
午
後
一
時
半

場
所

ふ
く
と
ぴ
あ

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

持
っ
て
く
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
、三
角

き
ん
、ふ
き
ん
二
枚
、筆
記
用
具

※
子
ど
も
は
上
靴
持
参
の
こ
と

定
員

先
着
二
十
五
組

託
児

あ
り
。一
人
三
百
円（
要
予

約
。
生
後
六
か
月
〜
未
就
学
児
）

参
加
費

一
人
三
百
円（
材
料
代
）

申
込
期
限

八
月
六
日（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

い
き
い
き
健

康
課（
ふ
く
と
ぴ
あ
）
☎
３
４
・
３

３
５
１

天
然
素
材
を
使
っ
て
小
物
を
染
色

す
る「
な
ご
み
染
色
塾
」を
開
催
し
ま

す
。毎
月
一
回
程
度
開
催
し
ま
す
。

春
夏
秋
冬
、季
節
の
草
木
な
ど
を

使
っ
て
染
め
ま
す
。今
回
の
染
料
は

藍
生
葉
を
使
用
し
ま
す
。

【
一
時
間
コ
ー
ス
】

日
時
　
八
月
四
日（
水
）　
午
前
九
時

半
か
ら

場
所

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

定
員

先
着
三
十
人
　
※
七
月
二
十

八
日（
水
）ま
で
に
要
申
込

参
加
料

大
人
・
子
ど
も
各
五
百
円

【
二
時
間
コ
ー
ス
】

日
時

八
月
十
一
日（
水
）　
午
前
九

時
半
か
ら

場
所

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

定
員

先
着
三
十
人
　
※
八
月
四
日

（
水
）ま
で
に
要
申
込

参
加
料

大
人
千
五
百
円
、子
ど
も

五
百
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ

津
屋
崎
千
軒

な
ご
み
　
☎
５
２
・
２
１
２
２

精
神
の
病
気
や
障
害
の
あ
る
人
を

支
え
る
家
族
の
た
め
の
教
室
で
す
。

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時

八
月
十
七
日（
火
）
午
後
一

時
半
〜
午
後
四
時
半（
受
付
は
、午

後
一
時
か
ら
）

場
所

ふ
く
と
ぴ
あ

内
容

講
演「
活
用
で
き
る
制
度
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
〜
親
亡
き
後
の

生
活
に
向
け
て
〜
」（
講
師
　
同
セ
ン

タ
ー
精
神
保
健
福
祉
士
）

対
象

福
津
市
・
宗
像
市
在
住
で
、

精
神
に
障
害
の
あ
る
人
の
家
族

参
加
費

二
百
円（
資
料
代
）

申
込
期
限

八
月
十
二
日（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー「
み
ど
り
」　
☎
３
４
・

９
７
５
０

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

期
間

七
月
三
十
日（
金
）〜
八
月
一

日（
日
）

場
所

中
村
学
園
大
学

内
容

【
伊
能
大
地
図
展
】
①
七
月
三
十
日

（
金
）
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
　
②

七
月
三
十
一
日（
土
）
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
　
③
八
月
一
日（
日
）
午

前
九
時
〜
午
後
三
時

【
記
念
講
演
】
七
月
三
十
一
日（
土
）

午
後
一
時
〜
午
後
四
時
半

【
境
界
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
ふ
く
お
か

２
０
１
０
】　
八
月
一
日（
日
）

午
後
一
時
〜
午
後
四
時
十
分

【
無
料
相
談
会
】

七
月
三
十
一
日

（
土
）・
八
月
一
日（
日
）
午
後
一
時

〜
午
後
四
時
　
な
ど

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
　
☎
０
９
２
・
７
４
１
・
５
７

８
０

仕事を定年退職したけれど、これからどうした
らいいのだろう」と悩んでいる団塊世代の皆さん。
今こそ、持っている力を地域の新たな力、新たな
現役として地域づくりに生かしてみませんか？
◆日　時 ８月２１日（土） １３：３０～１５：３０
◆場　所 ふくとぴあ（らくらくルーム）
◆テーマ 「人生は楽しい！～夢のある新たな出発～」
◆講　師 馬場邦彦さん

（ＮＰＯ法人ＮＡＰ福岡センター代表）
◆定　員 ３０人程度
◆受講料 無料
◆託　児 あり。１人３００円（生後６か月～就学前）
※８月１３日（金）までに申し込んでください。

◆申込・問い合わせ
市男女共同参画推進室（福間庁舎）
☎４３・８１１６ ＦＡＸ４３・３１６８
Ｅメールdanjo@city.fukutsu.lg.jp

●福津市男女共同参画推進室

次の通り募集します。
◆業務内容 保健事業に関する各種データの作成と分析
◆応募資格 市内在住で、応募の時点で失業中であり、パソコン（エクセル集計）
ができる人

◆募集人数 １人
◆採用期間 ８月２０日～平成２３年３月３１日
◆勤務場所 市保健指導室（ふくとぴあ）
◆選考方法 面接（８月２日～８月４日を予定）
◆賃　　金 日額６，０００円
◆申し込み方法 市保健指導室に申込兼履歴書を用意していますので、必要事項
を記入、写真（４cm×３cm、６か月以内撮影）を添付し、印鑑を持参の上、保健指
導室へ直接提出ください。
※履歴書の職歴欄には以前の勤務先、就業形態（正規、派遣、契約社員、パート、
アルバイトなど）、退職年月日を必ず記入してください。

◆申込期限 ７月３０日（金）
◆申込・問い合わせ 市保健指導室（ふくとぴあ） ☎３４・３３５２

●福津市保健指導室

臨時職員を募集します臨時職員を募集します
～福岡県緊急雇用創出事業臨時特例基金事業～～福岡県緊急雇用創出事業臨時特例基金事業～

男女共同参画市民講座第２回

新たな現役へ新たな現役へ団塊世代

郷育カレッジ
認定講座



平
成
22
年
度
国
家
公
務
員

刑
務
官
採
用
試
験
の
お
知

ら
せ

●
福
岡
刑
務
所

平
成
22
年
度
宅
地
建
物
取

引
主
任
者
資
格
試
験
の
お

知
ら
せ

●
財
団
法
人
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

平
成
22
年
度
ふ
く
お
か
県

政
出
前
講
座
の
お
知
ら
せ

●
福
岡
県
県
民
情
報
広
報
課
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福
岡
い
の
ち
の
電
話
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座（
第
36
期

生
）受
講
生
を
募
集
し
ま
す

●
社
会
福
祉
法
人
福
岡
い
の
ち
の
電
話

平
成
22
年
度
福
岡
県
職
員

民
間
企
業
等
職
務
経
験
者

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

●
福
岡
県
人
事
委
員
会

平
成
22
年
度
自
衛
官
募
集

案
内●

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

福
岡
県
は
、民
間
企
業
な
ど
で
多

用
な
職
務
経
験
を
積
ん
だ
優
秀
な
人

材
を
求
め
て
い
ま
す
。民
間
企
業
な

ど
で
培
っ
た
コ
ス
ト
意
識
や
経
営
感

覚
、豊
か
な
感
性
や
柔
軟
な
発
想
力

な
ど
を
生
か
し「
豊
か
で
活
力
あ
ふ

れ
る
ア
ジ
ア
の
拠
点
　
福
岡
」づ
く

り
の
た
め
に
、県
政
の
大
き
な
フ
ィ

ー
ル
ド
で
活
躍
し
ま
せ
ん
か
。

第
一
次
試
験
日

九
月
五
日（
日
）

試
験
地

福
岡
市
・
東
京
都

試
験
区
分

行
政

採
用
予
定
数

十
五
人
程
度

受
験
資
格

昭
和
五
十
年
四
月
二

日
〜
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
生
の

人
で
、平
成
二
十
二
年
六
月
末
日
現

在
、民
間
企
業
な
ど
に
お
け
る
職
務

経
験
を
五
年
以
上
有
す
る
人

受
付
期
間

七
月
二
十
日（
火
）〜

七
月
三
十
日（
金
）　
※
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
受
け
付
け
は
七
月
二
十
七

日（
火
）ま
で

問
い
合
わ
せ

〒
８
１
２
―
８
５

７
７
　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
―

七
　
福
岡
県
人
事
委
員
会
　
☎
０
９

２
・
６
４
３
・
３
９
５
６
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp

/f20/saiyo.htm
l

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

①
航
空
学
生（
男
女
）
※
パ
イ
ロ
ッ

ト
に
な
れ
る
最
短
コ
ー
ス

応
募
資
格

高
校
卒
業（
見
込
み
を

含
む
）二
十
一
歳
未
満
の
人

応
募
期
限

九
月
十
日（
金
）

一
次
試
験
日

九
月
二
十
三
日（
木
）

②
看
護
学
生（
男
女
）
※
自
衛
官
で

あ
る
看
護
師
育
成
コ
ー
ス

応
募
資
格

高
校
卒
業（
見
込
み
を

含
む
）十
八
歳
以
上
二
十
四
歳
未
満

応
募
期
限

十
月
一
日（
金
）

一
次
試
験
日

十
月
二
十
三
日（
土
）

③
一
般
曹
候
補
生（
男
女
）

※
陸
・
海
・
空
自
衛
官
の
基
幹
隊
員
と

な
る
曹
の
自
衛
官
育
成
コ
ー
ス

応
募
資
格

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳

未
満

応
募
期
限

九
月
十
日（
金
）

一
時
試
験
日

九
月
十
八
日（
土
）

④
自
衛
官
候
補
生（
男
女
）　

※
任
期
制
で
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
な
ど

の
取
得
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳

未
満

応
募
期
限

九
月
十
日（
金
）

一
次
試
験
日

九
月
十
八
日（
土
）

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
福
岡
地
方
協

力
本
部
福
岡
募
集
案
内
所
　
☎
０
９

２
・
６
０
７
・
４
８
２
６

原
則
と
し
て
刑
務
所
、少
年
刑
務

所
ま
た
は
拘
置
所
に
勤
務
し
ま
す
。　
　

刑
務
Ａ
は
男
子
の
被
収
容
者
に
対

し
、日
常
生
活
の
指
導
、職
業
訓
練
指

導
、悩
み
ご
と
に
対
す
る
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、刑
務
所
、拘
置
所
な
ど

の
保
安
警
備
の
任
に
、ま
た
、刑
務
Ｂ

は
女
子
の
被
収
容
者
に
対
し
、日
常

生
活
の
指
導
、職
業
訓
練
指
導
、悩
み

ご
と
に
対
す
る
指
導
な
ど
を
行
う
ほ

か
、刑
務
所
な
ど
に
お
け
る
そ
の
他

の
任
に
当
た
り
ま
す
。

第
一
次
試
験
日

九
月
十
九
日（
日
）

試
験
地

福
岡
市

受
験
資
格

①
刑
務
Ａ
　
昭
和
五
十

六
年
四
月
二
日
〜
平
成
五
年
四
月
一

日
生
の
男
子
　
②
刑
務
Ｂ
　
昭
和
五

十
六
年
四
月
二
日
〜
平
成
五
年
四
月

一
日
生
の
女
子

申
込
受
付
期
限

八
月
三
日（
火
）

問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
７
３
３
　
人

事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
国
家
公
務
員

試
験
採
用
情
報
ナ
ビ
）　
http://w

w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo
.

htm

県
で
は
、県
政
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、県
職
員
が
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ

へ
直
接
お
伺
い
し
て
、分
か
り
や
す

く
説
明
す
る「
ふ
く
お
か
県
政
出
前

講
座
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

お
お
む
ね
二
十
人
以
上
の

県
民
の
皆
さ
ん
が
実
施
す
る
集
会

な
ど
。た
だ
し
、営
利
・
宗
教
・
政
治

活
動
を
目
的
と
す
る
も
の
や
苦
情
・

陳
情
を
目
的
と
す
る
も
の
は
対
象

外
で
す
。

時
間

土
・
日
曜
日
、祝
日
を
含
む
午

前
十
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
の
間
。

た
だ
し
、年
末
年
始（
十
二
月
二
十
九

日
〜
翌
年
一
月
三
日
）を
除
き
ま
す
。

経
費

講
師
派
遣
の
費
用
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

会
場

申
込
者
で
ご
用
意
く
だ
さ
い

（
会
場
は
県
内
に
限
る
）。

申
し
込
み
方
法

県
庁
、県
出
先
機

関
、市
広
報
秘
書
課（
福
間
庁
舎
）に

置
い
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、実
施
希
望
日
の
一
か
月

前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

県
県
民
情
報

広
報
課
広
聴
係
　
☎
０
９
２
・
６
４

３
・
３
１
０
３
　
F
A
X
０
９
２
・
６

４
３
・
３
１
０
７

自
殺
者
が
年
間
三
万
人
を
下
ら
な

い
と
い
う
深
刻
な
社
会
状
況
の
中
に

あ
っ
て「
い
の
ち
の
電
話
」の
存
在
と

役
割
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、電
話
相
談
員
と
し
て
悩

み
の
相
談
に
応
じ
る
相
談
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
公

開
講
座
な
ど
の
事
業
・
広
報
活
動
に

参
画
、運
営
を
手
伝
う
事
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
実
施
し
ま

す
。応
募
要
項
を
事
務
局
に
ご
請
求

く
だ
さ
い
。郵
送
し
ま
す
。

講
座
期
間

①
十
月
九
日（
土
）〜

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
七
日（
水
）

②
平
成
二
十
三
年
八
月
〜
平
成
二
十

四
年
八
月（
実
習
）

場
所

九
州
キ
リ
ス
ト
教
会
館
研
修

室（
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
）

受
講
料

二
万
円（
二
回
の
宿
泊
研
修

に
つ
い
て
は
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
）

応
募
資
格

二
十
三
歳
か
ら
六
十
六

歳
ま
で
の
男
女

募
集
期
限

九
月
二
十
一
日（
火
）

問
い
合
わ
せ

福
岡
い
の
ち
の
電
話

事
務
局
　
☎
０
９
２
・
７
１
３
・
４
３

４
３

電
話
相
談（
い
の
ち
の
電
話
）
☎
０

９
２
・
７
４
１
・
４
３
４
３

次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

試
験
日

十
月
十
七
日（
日
）

試
験
地
　
福
岡
市
、北
九
州
市
、太
宰

府
市
、久
留
米
市（
予
定
）

受
験
申
込
書
配
布
期
限
・
申
込
期
限

八
月
二
日（
月
）　
※
消
印
有
効

申
し
込
み
は
郵
送
の
み
受
け
付
け
、

持
参
に
よ
る
受
け
付
け
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

受
験
申
込
書
配
布
場
所

（
財
）福

岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
本
部
・
北

九
州
事
務
所
・
筑
後
事
務
所
・
筑
豊
事

務
所
、県
庁
建
築
指
導
課
、各
県
土
整

備
事
務
所
建
築
指
導
課
お
よ
び
各
支

所
ほ
か

問
い
合
わ
せ

（
財
）福
岡
県
建
築
住

宅
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
９
２
・
７
３
７
・

８
０
１
３

次の手当を支給していますので、該当する人は、手続きをし
てください。
◆在日外国人高齢者福祉手当
支給対象 次の①に該当し、かつ②または③に該当する人
①大正１５年４月１日以前生まれで昭和５７年１月１日以前に外
国人登録法により外国人登録をした人　②申請日まで引き
続き福津市に１年以上居住している人　③昭和５７年１月２
日以降に帰化し、申請日まで引き続き福津市に１年以上居
住している人

※ただし、次のいずれかに該当する人は、対象になりません。
イ、公的年金受給者　ロ、生活保護費受給者　ハ、本人また
は本人の配偶者および扶養義務者の前年所得が国民年金法で
規定する老齢福祉年金受給にかかる所得制限額を超える人
手当金額 年額８４,０００千円（月額７,０００円）
◆在日外国人障害者福祉手当
支給対象 次の①②に該当し、かつ③または④に該当する人
①昭和３７年１月１日以前生まれの人　②昭和５７年１月１日以前に
身体障害者手帳（１級、２級）または療育手帳（Ａ）の交付を受
けている人。あるいは昭和５７年１月１日以降に身体障害者手
帳（１級、２級）、療育手帳（Ａ）または精神障害者保健福祉手
帳（１級）の交付を受け、その原因が昭和５７年１月１日以前にあ
る人　③外国人登録法に基づき、申請日まで引き続き福津市
に１年以上登録している人　④昭和５７年１月２日以降に帰化
し、申請日まで引き続き福津市に１年以上居住している人

※ただし、次のいずれかに該当する人は、対象になりません。
イ、公的年金受給者　ロ、生活保護費受給者　ハ、本人の所
得額が、国民年金法に定める、障害基礎年金の受給にかかる
所得制限額を超える人
手当金額 年額１２０,０００万円（月額１０,０００万円）
◎共通事項
支給時期 ８月、１２月、４月の年３回 （各回、４か月分）
申請に必要なもの ①本人の外国人登録証明書または登録原
票記載事項証明書（帰化の場合は帰化した際の戸籍謄本） ②
印鑑　③金融機関の預金通帳（本人名義のもの） ④本人およ
び本人の配偶者、もしくは扶養義務者の前年の所得を証明でき
る源泉徴収票、市民税課税証明書などの書類（在日外国人障害
者福祉手当の場合は本人のみ） ⑤身体障害者手帳、療育手
帳または精神障害者保健福祉手帳（在日外国人障害者福祉手当
の場合のみ）

受付期限 ７月３０日（金）
受付・問い合わせ 高齢者については、市高齢者サービス課（福
間庁舎） ☎４３・８１９０　障害者については、市福祉課
（福間庁舎） ☎４３・８１８９

●福津市高齢者サービス課●福祉課

在日外国人高齢者（障害者）
福祉手当の申請について
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笑顔で子育て「なかよし」
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インフォメーション
衛生連合会だより
みんなの力で郷づくり

市民カレンダー（８月分）

今の学生の“常識”にびっくり！複数の携帯電
話を持っている学生が多いのを知っています
か？理由を聞いてみると、携帯会社間の通話無
料だったり、家族間通話が割安だったりと各携
帯会社のサービスをフル活用して、目的に合わ
せて使い分けているそうです。私が学生のころ
は、ポケベルやＰＨＳがはやっていました。間
違えて入力して相手に数字ばかり羅列したもの
が届いたり、電波がよく届くと言われてＰＨＳの
アンテナを交差させたりしていました。今考え
るとそのころはそれが最先端（流行？）だったの
でしょう。学生は、時代の流行にすばやく柔軟
に反応し、大人も考えつかないような方法で活
用しているものですね。

波多野

子どもたちにとっては楽しい夏休み、そして
夏のイベントの時期がやってきました。市内で
はサマーナイトインふくつ、津屋崎祇園山笠、
真夏の海のカーニバルに納涼花火大会と、楽
しいイベントが続きます。取材も楽しくはある
のですが、ただ一つ悩みがあります。それは、
とても蚊に刺されやすいことです。外に出て数
分もしないうちに、あちこち刺されることも
…。日焼け対策、熱中症対策、そして虫除け
対策は万全に、取材に出かけたいと思います。
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自
然
観
察
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

●
あ
ん
ず
の
里
運
動
公
園

第
６
回
福
津
市
陸
上
競
技
大

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●
福
津
市
陸
上
競
技
協
会

初
夏
の
花
「
ハ
マ
ボ
ウ
」

を
見
に
来
ま
せ
ん
か

●
津
屋
崎
ハ
マ
ボ
ウ
の
会

水
産
高
校
実
習
船「
海
友
丸
」

海
上
公
開
の
お
知
ら
せ

●
福
岡
県
立
水
産
高
等
学
校

う
み
っ
子
く
ら
ぶ
夏
休
み

企
画
☆
仲
間
募
集

●
つ
や
ざ
き
海
辺
の
自
然
学
校

カ
ブ
ト
虫
の
一
生
・
自
然
界
で
の

役
割
を
学
び
、カ
ブ
ト
虫
の
ペ
ア
を

ス
ケ
ッ
チ
し
ま
す
。カ
ブ
ト
虫
は
飼

育
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
無
料
で
差
し
上

げ
ま
す
。

日
時

八
月
一
日（
日
）　
午
前
九
時

〜
午
前
十
一
時
　

場
所

あ
ん
ず
の
里
運
動
公
園
カ
ブ

ト
の
森
　
※
当
日
、雨
天
の
場
合
は
、

あ
ん
ず
の
里
市
会
議
室

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生

持
っ
て
く
る
も
の

水
筒
、ス
ケ
ッ

チ
用
ク
レ
ヨ
ン
ま
た
は
色
鉛
筆

定
員

四
十
人（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費

無
料

申
込
期
限

七
月
二
十
五
日（
日
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

あ
ん
ず
の
里

運
動
公
園
管
理
事
務
所
　
☎
５
２
・

０
９
０
１

一
般
の
部（
中
学
校
卒
業
以
上
で

年
代
別
に
競
技
し
ま
す
）と
中
学
生

の
部
、小
学
生
の
部（
四
年
生
以
上
）

の
、そ
れ
ぞ
れ
男
女
に
分
か
れ
て
競

技
し
ま
す
。

日
時

八
月
一
日（
日
）　
午
前
九
時

開
会

場
所

津
屋
崎
中
学
校
運
動
場

参
加
資
格

市
内
に
在
住
、在
勤
ま

た
は
通
学
し
て
い
る
人

出
場
制
限

一
人
一
種
目
。た
だ
し
、

リ
レ
ー
に
は
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。小
学
生
は
、保
護
者
の
引
率
が

必
要
で
す
。

種
目

一
般
の
部（
男
女
）　
百
メ
ー

ト
ル
、三
千
メ
ー
ト
ル
、走
幅
跳
　
小

学
生
の
部（
男
女
） 　
百
メ
ー
ト
ル

中
学
生
の
部
　（
男
子
）百
メ
ー
ト

ル
、千
五
百
メ
ー
ト
ル
、走
幅
跳
、

四
×
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
　

（
女
子
）百
メ
ー
ト
ル
、八
百
メ
ー
ト

ル
、走
幅
跳
、四
×
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ

ー
　
※
リ
レ
ー
は
、学
年
別
に
チ
ー

ム
を
編
成
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰

各
種
目
、上
位
三
位
ま
で
賞

状
を
渡
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、出
場
種
目

を
記
入
の
上
、提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

七
月
二
十
四
日（
土
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
１
１
―

３
２
１
９
　
福
津
市
西
福
間
二
―
九

―
一
　
福
津
市
体
育
協
会
事
務
局

（
福
間
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）　
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
４
３
・
４
０
０
０
　
陸
上
協
会

的
場
さ
ん
 ☎
４
２
・
１
３
２
０

今
年
も
百
六
十
本
の
ハ
マ
ボ
ウ
並

木
が
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。ど
う
ぞ

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

時
期

七
月
二
十
二
日（
木
）〜
七
月

二
十
七
日（
火
）　
※
一
日
花
な
の
で

午
前
中
が
最
適
で
す
。

場
所

市
津
屋
崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
前

黒
石
川
堤（
末
広
区
）

※
会
で
は
、月
一
度
の
草
取
り
作
業

を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

山
下
さ
ん
　
☎
５

２
・
１
２
０
１

平
成
二
十
二
年
三
月
に
竣
工
し

た
、福
岡
・
長
崎
・
山
口
三
県
共
同
運

航
実
習
船
「
海
友
丸
」を
、日
ご
ろ

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
元
の
皆

さ
ん
に
、次
の
日
程
で
公
開
し
ま

す
。お
近
く
の
海
岸
か
ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

公
開
日
　
八
月
十
二
日（
木
）

公
開
場
所
・
時
間

①
鐘
崎
沖
停
泊

午
前
十
一
時
〜
午
後
零
時
半
②
津
屋

崎
沖
へ
移
動
　
午
後
零
時
半
〜
午
後

二
時

③
津
屋
崎
沖
停
泊
　
午
後
二
時
〜
午

後
四
時
半

※
八
月
七
日（
土
）か
ら
八
月
十
一
日

（
水
）ま
で
の
間
、「
海
友
丸
」は
、本
校

生
徒
体
験
航
海
の
た
め
、博
多
港
の

九
号
岸
壁
に
停
泊
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
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カブトガニは２億年もの間、その姿を変えずに生息してきた生き
ている化石といわれている生物です。
しかし、近年では全国的に数が減少し、環境省から最も絶滅のおそ

れのある生物の一つに指定されています。
つやざき海辺の自然学校では２００４年から津屋崎干潟周辺でカ

ブトガニの産卵調査を実施してきました。その結果、津屋崎干潟周辺
はカブトガニにとって貴重な産卵地であり、保全対策が必要である
ということが分かりました。２００５年をピークに産卵個体数は減
少しており、今後も継続して調査を行うことが必要と考えます。
そこで、今回は調査期間中に皆さんにもカブトガニの産卵を観察

していただき、カブトガニを通して豊かな沿岸環境と干潟の保全を
考えたいと思います。ぜひお越しください。
◆日　時 ７月２５日（日）

１８：３０受付開始（２２：００過ぎ終了予定）
◆場　所 宗像漁協津屋崎支所２階
◆参加費 大人：一人５００円　中学生以下：一人１００円
◆その他 膝くらいまで海に入りますので、濡れてもよい服装でお
越しください。懐中電灯・タオル・水筒など持参ください。

◆申込・問い合わせ つやざき海辺の自然学校
☎０９０・１０８１・０４３７

●つやざき海辺の自然学校

参加者募集
カブトガニ産卵観察カブトガニ産卵観察 会

庭など個人敷地内の樹木などが道路や歩道へ張り出すと、通行の妨
げになる場合があります。

・歩行者や車イスが通りにくい
・車が来ていることが分からず危ない
・車を運転している人が歩行者に気付かない　など

道路や歩道へ張り出している部分をきちんとせん定して
いただけると、みんなが安全に運行できます。

問い合わせ 市建設課（津屋崎庁舎）☎５２・４９５９　

歩道 個人の
ブロック塀車道 庭など個人の敷地

個人でせん定して
ほしい部分

安全その庭木その庭木 ちょっと切ったら
みんなが

ちょっと切ったら
みんなが

●福津市建設課

例えば

そんな
とき


